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大
阪
古
典
会
は
今
年
で
百
二
十
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
明
治
三
十
四
年
に
鹿
田
松
雲
堂
の
二
代
目
古
丼
翁
が
数
人
の
仲
間
と
一
緒
に

「
大
阪
和
書
会
」
と
い
う
同
人
市
を
始
め
た
の
が
発
端
で
、
大
正
二
年
に
大
阪
古
典
会
と
改
称
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
大
阪
に
は

市
内
四
区
（
東
区
、
西
区
、
南
区
、
北
区
）
に
幾
つ
か
の
同
人
市
が
在
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
等
の
市
会
を
統
合
し
て
大
正
十
三
年
七
月

二
十
六
日
に
中
之
島
中
央
公
会
堂
に
て
発
会
式
を
行
い
誕
生
し
た
の
が
「
大
阪
古
書
組
合
」
で
し
た
。
以
後
大
阪
古
典
会
も
大
阪
古
書

組
合
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
去
年
の
七
月
二
十
六
日
に
百
周
年
を
迎
え
、
今
年
の
一
月
三
十
日
に
同
じ
場
所

で
百
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
昼
の
第
一
部
に
は
大
阪
の
島
之
内
出
身
の
橋
爪
節
也
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
数
年
前
に

新
装
改
築
さ
れ
更
に
重
厚
さ
を
増
し
た
中
之
島
中
央
公
会
堂
に
て
公
演
会
を
催
し
ま
し
た
。
丁
度
古
書
組
合
が
誕
生
し
た
大
正
十
四
年

頃
の
大
阪
が
特
に
「
大
大
阪
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
の
お
話
を
中
心
に
、
ま
る
で
落
語
家
が
語
る
よ
う
な
大
阪
弁
で
の
口
調
に
会
場

の
我
々
は
す
っ
か
り
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
二
時
間
近
く
に
及
ん
だ
時
が
一
瞬
に
し
て
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
程
楽
し
い
お
話
を
聞
か

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二
部
の
祝
賀
夕
食
会
に
は
全
古
書
連
の
夏
目
理
事
長
は
じ
め
各
県
の
古
書
組
合
の
理
事
関
係
者
や
、
神
田
の
一
誠

堂
さ
ん
ほ
か
東
京
・
京
都
古
典
会
の
関
係
者
の
方
々
も
ご
来
会
さ
れ
、
中
で
も
特
に
日
本
で
一
番
古
い
歴
史
を
持
つ
朝
倉
屋
書
店
さ
ん

と
、
二
番
目
に
古
い
佐
々
木
竹
苞
楼
さ
ん
に
来
て
頂
き
ま
し
た
事
は
、
現
在
大
阪
古
書
組
合
の
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
私
に
と

り
ま
し
て
は
大
変
有
難
く
喜
ば
し
い
事
で
し
た
。
ま
た
江
戸
時
代
の
享
保
年
頃
か
ら
三
都
の
本
屋
が
新
刊
を
出
す
た
び
に
そ
の
成
功
を

祈
願
し
て
一
部
を
奉
納
し
た
と
い
う
住
吉
大
社
さ
ん
か
ら
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
住
吉
神
社
に
は
こ
れ
ら
江
戸
時
代
に
奉
納

さ
れ
た
書
物
が
殆
ど
全
部
無
事
に
残
っ
て
い
て
、
特
に
「
御
文
庫
」
と
称
さ
れ
る
古
典
籍
の
図
書
館
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
余

興
に
国
立
文
楽
劇
場
か
ら
呂
勢
太
夫
さ
ん
ほ
か
人
形
使
い
の
皆
さ
ん
七
名
を
お
迎
え
し
て
二
十
分
余
り
の
文
楽
実
地
公
演
が
あ
り
ま
し

た
が
、
狭
い
上
に
大
き
な
柱
が
あ
る
会
場
で
の
特
設
劇
場
に
も
拘
ら
ず
一
同
堪
能
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
部
、
二
部
に
参
会
さ
れ
ま

し
た
多
数
の
皆
様
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
大
阪
古
書
組
合
の
百
周
年
記
念
祝
賀
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
て
誠
に
有
意
義
な
一
時
に
な
り

ま
し
た
こ
と
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
古
典
籍
を
愛
す
る
皆
様
方
に
も
ご
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

百
周
年
の
祝
賀
会
の
方
は
一
年
位
の
準
備
期
間
で
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
企
画
『
大
阪
古
書
組
合
百
年

史
』
の
刊
行
の
方
は
三
年
前
か
ら
理
事
会
で
企
画
さ
れ
、
二
年
半
前
よ
り
二
十
人
の
編
集
委
員
を
選
ん
で
百
年
史
刊
行
の
事
業
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
幸
運
に
も
大
阪
古
書
組
合
に
は
大
正
十
三
年
七
月
の
誕
生
の
後
に
発
刊
さ
れ
た
『
大
阪
古
書
組
合
月
報
』
が
第
一
号
よ

り
現
在
に
至
る
ま
で
殆
ど
全
部
揃
っ
て
い
ま
し
た
の
で
百
年
史
の
資
料
と
し
て
大
変
役
立
っ
た
事
と
、
父
中
尾
堅
一
郎
が
古
典
会
会
長



の
時
に
編
集
し
た
『
大
阪
古
典
会
小
史
』
や
平
成
十
六
年
に
古
書
組
合
が
出
し
た
『
大
阪
府
古
書
籍
商
業
協
同
組
合
創
立
八
十
周
年
記

念
誌
』
な
ど
も
大
変
参
考
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
四
年
前
に
出
版
さ
れ
た
『
東
京
古
書
組
合
百
年
史
』
を
目
標
に
編
集
委
員
の
懸

命
の
努
力
に
よ
っ
て
百
周
年
祝
賀
会
の
丁
度
一
週
間
前
に
夢
の
よ
う
に
完
成
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
百
周
年
祝
賀
会
に
ご
参
加
頂
い
た

皆
様
に
は
一
部
贈
呈
し
て
初
公
開
致
し
ま
し
た
が
、
一
般
に
は
二
月
一
日
よ
り
税
込
八
千
円
で
販
売
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
全
七
四
七

頁
に
及
ぶ
本
書
に
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
鹿
田
松
雲
堂
や
戦
前
の
大
阪
に
於
け
る
古
書
店
の
有
様
を
よ
く
紹
介
し
て
い
ま
す
し
、
戦
後

の
大
阪
の
古
書
店
や
組
合
市
会
な
ど
の
有
様
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
現
大
阪
古
書
組
合
の
理
事
長
で
あ
る
私
も
七
十
五
歳

の
後
期
高
齢
者
に
達
し
古
本
屋
人
生
も
五
十
年
を
過
ぎ
ま
し
た
の
で
、
僭
越
な
が
ら
百
周
年
特
別
寄
稿
と
し
て
一
文
を
草
し
、
富
岡
鉄

斎
文
庫
の
二
回
の
売
立
の
事
や
、
当
時
中
学
生
だ
っ
た
中
尾
堅
一
郎
が
鹿
田
松
雲
堂
（
鉄
斎
文
庫
売
立
の
札
元
の
一
人
）
出
身
の
父
熊

太
郎
に
言
わ
れ
て
鉄
斎
蔵
書
中
で
蔵
書
印
の
無
か
っ
た
本
に
蔵
書
印
を
押
し
た
、
と
い
う
裏
話
な
ど
も
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同

時
に
現
在
私
が
所
持
し
て
お
り
ま
す
『
北
斎
漫
画

全
』（
袋
付
初
印
本
）
を
浮
世
絵
師
英
泉
の
研
究
家
だ
っ
た
今
中
宏
氏
（『
英
仙
著

画
作
目
録
』
著
、
氏
の
蒐
集
版
画
及
び
絵
本
・
合
巻
本
は
現
在
千
葉
市
美
術
館
の
所
蔵
）
よ
り
譲
り
受
け
た
次
第
や
、
半
洲
散
人
な
る

人
物
の
序
文
に
つ
い
て
氏
自
ら
が
昭
和
四
十
年
代
に
解
読
し
た
中
に
三
ケ
所
ほ
ど
違
和
感
を
感
じ
る
語
句
を
見
い
出
し
ま
し
た
の
で
、

例
に
よ
っ
て
前
名
古
屋
大
学
文
学
部
教
授
の
塩
村
耕
先
生
に
ご
相
談
し
ま
し
た
ら
早
速
先
生
か
ら
、
多
分
こ
う
読
む
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
、
と
い
う
事
で
正
し
い
読
み
に
加
え
て
半
洲
散
人
の
経
歴
も
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
語
句
が
読
め
て
も
真
に
こ
の
序
文
の
意
味
を

理
解
す
る
の
は
何
時
の
事
に
な
る
や
ら
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
序
文
の
最
後
に
「
…
如
夫
題
す
る
に
漫
画
を
以
て
せ
る
は
翁
の
み
づ
か
ら

い
へ
る
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
一
節
を
発
見
し
た
こ
と
は
「
漫
画
」
と
言
う
語
の
語
源
を
こ
の
一
節
に
見
た
よ
う
で
、
私
な
り
に
非

常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
ま
た
大
阪
古
典
会
の
下
見
展
観
市
の
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
五
月
の
第
五
週
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
全
国
の
多

く
の
古
典
籍
愛
好
家
の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
下
見
会
場
に
て
五
月
三
十
日（
金
）三
十
一
日（
土
）

の
両
日
『
大
阪
古
書
組
合
百
年
史
』
の
販
売
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
貴
蔵
書
に
こ
の
一
冊
を
加
え
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に

希
望
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
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金
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一
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一
点
五
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但
し

額
・
幅
物
・
屏
風
は
一
〇
万
円
以
上

○
入
札
は
全
古
書
連
加
盟
業
者
が
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
懇
意
の
書
店
へ
ご
注
文
下
さ
い
。

な
お
落
札
の
際
は
、
落
札
の
価
格
に
加
え
若
干
の
手
数
料
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。

○
会
場
内
へ
の
筆
記
用
具
以
外
の
お
手
荷
物
の
持
込
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。



［会場の御案内］
中之島公園
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★

大阪古書会館
大阪市中央区粉川町 4-1　TEL：06-6767-8380

○交通のご案内
•地下鉄谷町線／中央線 谷町 4丁目駅⑧番出口
•地下鉄谷町線／長堀鶴見緑地線 谷町 6丁目駅⑤⑥②番出口
•地下鉄長堀鶴見緑地線 松屋町駅⑤番出口
•阪神高速道路 法円坂出入口
•タクシー 内久宝寺町三丁目交差点南入


